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 日本の現状のエスカレータの音サインは進入できる方向か逆方向かを即座に認識することがで

きない．他方香港のエスカレータの音サインは即座に聞き分けられるものになっている．香港の音

サインを参考にし、進入できる方向か逆方向か、上りか下りかを聞き分けられる 4 種の音サインを

提案する．また、現行の日本の説明アナウンスのボリュームといった音環境の問題を、視覚障害者

のエスカレータ利用時の行動のシーンに沿った、適切なタイミングでの過不足ない情報の通知方法

によって解決策を考察する． 

 

   Currently in Japan, you can not tell whether the escalator is appropriate for your direction 

by its auditory guidance in every occasion you come on just at it, for the lack of the 

continuousness of the auditory guidance. On the other hand, in Hong-Kong, the auditory 

guidance enables people to distinguish directions of escalators. By taking after this Hong-Kong 

way, I'd propose a new auditory guidance which consists of 4 sounds, up or down, and forward 

or backward (opposite side). Additionally, I consider how to solve the problems of the noise of the 

auditory guidance which impacts the audio environment by the new way of the auditory 

guidance which suits the mobility and action of the people with visual impairment in 

approaching an escalator. 
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１．はじめに：鉄道ホームはできるだけ短く歩

きたい 

 

 鉄道ホームを改めて考えてみると、全盲の視

覚障害者が日常の生活をする空間の中で非常に

歩きづらい場所であることに気づく．ベンチや

柱、案内板、売店、線路側を向いて立っている

人、日常の他の生活空間には類がないほど多く

の障害物が存在する．これほどの障害物があり、

そして立ち止まっている人が周囲の歩行者の動

きを目視しないで立っている間をすり抜けて歩

行するという場所が日常生活で他にあるであろ
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うか．鉄道駅のプラットフォームには、稼動式

ホーム柵の設置が切望されるところだが、ホー

ム柵が設置されたとしてもホームを歩く距離は

なるべく短くすることが望まれる． 

 ここでエスカレータを考えてみると、もし視

覚障害者がエスカレータを利用できないとする

ならば、プラットフォームを大変な長距離歩か

なければならない状況が発生することになる．

プラットフォームをなるべく短く歩くためにも、

視覚障害者が問題なくエスカレータを利用でき

るようにしていくことが求められる． 

 

２．誤った進入を防止できない現行のエスカレ

ータ音サイン 

 

 駅のプラットフォームを含め、現在一般に、

エスカレータに線状誘導ブロックが通じていな

い．視覚障害者が誤って逆方向のエスカレータ

に進入することを懸念してのことと思われるが、

なぜ誤進入が発生するのかを考えてみたい．そ

れは、進入できる方向かそうではない方向かを

知らせる音サインがはっきりしていないからだ

と考えられる． 

 現在のエスカレータの音サインは、上りエス

カレータ、下りエスカレータの説明アナウンス

があるものの、足元にご注意くださいといった

危険警告など他の案内文章が長く、加えてアナ

ウンスとアナウンスの間の無音時間が長いため、

上下のエスカレータが左右に並んでいる場所に

おいて、自分がエスカレータに近づいた丁度の

タイミングで、進入してよい方向か逆方向かを

即座に把握することができないものになってい

る．さらに加えて、音声アナウンスがどこから

聞こえて来るのか、聞こえて来る音声アナウン

ス自体も場所の定位がしづらい音に聞こえ、エ

スカレータのステップに近づく時に、ベルトに

手を伸ばす方向や距離感もはっきりしない状況

になっている． 

 

３．エスカレータに必要な情報 

 

 エスカレータを利用する場面の行動は、以下

の三段階に纏められるといえる： 

 

①遠くから、エスカレータがどこにあるかを認

識し、エスカレータに近づく 

②進入できる方向のエスカレータかどうかを判

断する 

③安全にエスカレータに乗れるよう歩みを進め

て、ベルトを確認しベルトを持ち、ステップに

足を乗せる 

 

 この行動を踏まえ、過不足ない適切な情報通

知は、以下の４点になると考えられる： 

 

(ア) 広い空間の中でエスカレータはどこにあ

るのか 

(イ) どこに向かっているエスカレータなのか

(改札やホームの名称など) 

(ウ) このエスカレータは進入できる方向かそ

れとも逆方向か 

(エ) 乗り口付近のベルト、ステップはどこにあ

るか 

 

４．香港のエスカレータの音 

 

 香港のエスカレータは、進入できる向きか、

逆方向かを"2 種類"の別々の音サインで通知し

ている．進入できる方向なら「ピピピピピピ…」、

逆方向なら「ピ、ピ、ピ、ピ…」、のように、進

入できる方向は速いテンポで、逆方向は遅いテ

ンポ、のようになっている．この音が"継続的"

に鳴っているため、エスカレータに"近づいた時

に"、"即座に"進入できる方向かどうかを判断す

ることができる．また、音の鳴動場所は、左の"

ベルト付近"になっており、ベルトに"手を伸ば

す時の目標"にできる． 

 音として、新しいタイプと古いタイプの 2 種

類があり、新しいタイプは電子音で、古いタイ



プは何か物を弾くような機械式の音である．古

いタイプはベルトの折り返しの歯車の部分が、

音が出るような構造になっていると思われる．

結果的に、左のベルトで、折り返しからステッ

プになる中間辺りから音が聞こえ、左のベルト

の場所の定位が可能になっている．新しい電子

音のタイプも同じ場所から音が鳴るようになっ

ている． 

 香港のエスカレータの音サインが優れている

点は、進入できる方向か、逆方向かを即座に判

断することができ、また、ベルトの場所から音

が鳴っているので、ベルトをつかむ時の目標に

できるという点といえる．つまり進入できる方

向かの判断(行動②)の音サイン(ウ)が常に鳴っ

ており、ベルトの場所を把握しベルトをつかむ

(行動③)際の音サイン(エ)になっているといえ

る． 

 欠点は、ずっと鳴り続けているので音環境と

してうるさい、上り下りやどこへ通じているエ

スカレータなのかといった情報(イ)がない、と

いう点である．一つの音で、遠くの方にエスカ

レータの存在を知らせる(ア)の役割を持たせて

いるためうるさく、またアナウンスがないので

(イ)に相当する情報が存在しない． 

 

５．香港のエスカレータの音サインの課題解決

案 

 

 香港のエスカレータの音サインの優れている

点を取り込みつつ、欠点を修正した音サインを

作ることができる．欠点の１つ目のうるさい、

という問題は、遠くの方までエスカレータの場

所を知らせる報知音(ア)と、近づいてから場所

を正確に通知する(エ)、どこに通じるエスカレ

ータなのか付帯情報を通知する(イ)(ウ)という

説明は別々のものであってよいという考察から

解決策を導くことができる． 

 遠くの方までエスカレータの存在を通知する

音は、改札口の誘導チャイムのように、妥当な

範囲で時間間隔をあけても利便を維持できると

考えられる．他方、近づいてから進入できるか

どうかを判断するのは即時性が求められるので、

常に鳴っていることが求められるが、近づいて

からの情報通知のため、音量は小さめに絞って

もよいと考えられる．このように音量が絞って

あるものとしては、音響信号機の押しボタンボ

ックスから設置場所を通知するために継続的に

鳴っている音が実例として挙げられる． 

 香港のエスカレータの欠点の二つ目として、

音サインだけでは上りか下りか分からないとい

う点がある．これは上りか下りかで音を変えれ

ばよいということになる．上下で音を変えてあ

る実例としては、羽田空港のエレベータの音サ

インが挙げられる． 

 

６．エスカレータの4つの状況に合わせた音 

 

 エスカレータは、進入できる方向か逆方向か、

上りか下りかという 4 つの状況があるので、計

４種類の音で区別して通知することが妥当とい

える．香港のエスカレータに習うなら、進入で

きる方向は速いテンポで、逆方向は遅いテンポ

とする．また、羽田空港のエレベータに習うな

ら、上り方向は音階が上がっていく音、下り方

向は音階が下がっていく音とする．これらを組

み合わせて 4 種類の音を作ることができる． 

 

７．エスカレータの新しい音サイン提案 

 

 前節の香港の改善案と現在の日本のエスカレ

ータの説明アナウンスをミックスすることで、

エスカレータ利用に必要な通知(ア)から(エ)を

満たすことができる．まず、香港のようにベル

ト部分から、前節で示した、進入できる方向か

逆方向か、上りか下りかが分かる 4 種の音サイ

ンを音響信号機の押しボタンボックスのように

小さめの音で鳴らす．これにより、エスカレー

タに近づいたタイミングで、進入できる方向か

逆方向か、上りか下りかを即座に音で判断可能

とすることができる． 



 次に現在の日本の説明アナウンスは、こちら

はほぼそのまま残すものとする．ただ現行のも

のは、遠くまでエスカレータの存在を知らせる

チャイム音と説明アナウンスが同じボリューム

になっているため、それを別々に調整し、チャ

イム音は大き目、説明アナウンスは少し小さめ

のボリュームすることが考えられる．チャイム

音は現行のやや大きめのボリュームで遠くから

エスカレータの存在を認識させ、説明アナウン

スは小さめのボリュームである程度近づいてか

らどこに通じているエスカレータなのかを認識

させるというものである． 

 

８．ベルト付近からの音サイン 

 

 視覚障害者が安全にエスカレータに乗るため

には、ベルトを持つことが不可欠だが、ベルト

を持とうとするタイミングで、目的とする場所

から音が出ているということは、他に変えがた

い効果が期待できることを述べておきたい．例

えば、視覚障害者スポーツでブラインドテニス

やブラインドサッカー等の多くの球技では、ボ

ールから音が鳴るようになっており、広がりの

ある空間で行われる、驚くほど俊敏な競技とな

っている．このような球技の位置定位から分か

るように、対象物から音が聞こえて来ることは

他にない大きな優位性と断言できる．エスカレ

ータにおいても、ベルトを掴むために、その付

近から報知音が聞こえることが期待される． 

 日本では、一般にエスカレータは左側に立ち、

大阪では右側に立つことが慣例となっている．

すると、香港のように、左側のベルトから音が

聞こえて来ることに妥当性があるかは検討の必

要がある．この対策として、左右両側のベルト

から音が聞こえて来ることが妥当といえるかも

知れない．音を交互に鳴らすといった工夫や、

どのような音にすべきか、音の作曲も含め、様々

な音を実空間で検証することが求められる． 

 

９．終わりに 

 

 日本のエスカレータの音サインの欠点である、

近づいたタイミングで進入できる方向かどうか

を判断できない問題を、香港のエスカレータの

音サインを参考に、進入できる方向か逆方向か、

上りか下りかの4種の音をベルト部から鳴らす

提案を記した．また現行の日本の説明アナウン

スの、説明部分のボリュームをもう少し小さく

する検討の可能性を述べた．今回提案した 4 つ

の音については、サイン音の作曲によってユー

ザー評価結果が大きく左右されることが予想さ

れるため、音の作曲は十分検討の必要のある今

後の研究課題といえる．今回ここではまず、エ

スカレータの4つの状況を常に的確に通知する

必要がある点と、ベルトを持つ便りとしてベル

ト付近からの報知音が有用である点の2つを結

論としたいと思う．今後研究が進み、将来、進

入できる方向か逆方向かを誤解なく認識でき且

つベルトを掴む便りとなるエスカレータの音サ

インが整備され、そのような音サインと共にエ

スカレータに向かって線状誘導ブロックが敷設

されていくことを期待したい． 

 


